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事．問題の湧姦

　鐘罪貨幣は金でなくてはなら灘，少なくとも金との交換性を保証された一藤通貨でなくてはなら

ぬ，　というのが通説であった。　ところで．今躇1，羅i定金量との交換を｛亭走された米馨ドルが瞬際通

貨として流通し，夕種鱗薩品の購買や支諺、い，さら1二準備遽貨として耀いられている。すなわち，一

懸内にお1幸る不換銀行券と観じ役麟を果たしている。そこで．このような礎案に嚢面して，次のよ

うな新：たな開題が発生してくるむすなわち，不換通貨ドルの蟹際通貨としての流通撰拠は｛再か，と

いうことだけでなく，このことと闘達して一撰内1二おいては，党換銀簪券は金績務二念を支払うと

いう約束によ今，すなわち，金との岡一姓にもとづいて流通するのに越して，不換銀行券は蟹家の

強麟通爺力によって流通するという通説それ§体が再検討されねばならないということである．不

換銀行券の流通撰撰は懸家の強麟通粥プ質二あるとするならば，隣家の強麟通馬力の及ばない蟹無縫

会において，金交換を停産された，一瞬通貨ドルが，敢然として2§年余瞬こわたって流通する摂

拠は飼か，が説得的に説鱗できないからである。
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　多くの講者によって，隣家の強請遜繕力の代わむに，撮1麟ドルの瞬襟遜蛋としての役麟＝機能に

蕎llして，流遜譲拠の説醗が舞わ童亀ている。役麟や機能藝1捧の説購としては有益であるが，不換遜

貨ドノ猛）流通拠の説鱗としては納得できない。ここでは．金交換を停まさ耽たドルの韓際遜貨の流

通根嚢は簿かを購うに先1寛って，銀貨券の流遽根拠は韓炉をあらかじめと今あげておきたい。

登．灘品流通と銀行券《ヌ〉流通

　銀貨券の基水的な規定には二二つある．一一つは，一霧冤幾遜に入って貨繋として機能するということ

であ今，必要縫がなくなれば返済さ駈るという還流法1綜二したがうということである．すなわち，

銀鴛券は貰幣機能と孝ll一野つき資本の機能とをあわせもっということである。

　　野この種の｛霧購貨幣（銀簪券のこと……喫罪讐蕎1はたんなる享薄業流遜から鐵て■騰難緩窺選に入

　今，ここで貨繋として機能する。一…銀髯券は．多かれ少なかれ，法定の支む、い予段であるlll．」

　「げ義じつに1窺通している貨幣の数1鐵は……諸1鶏轟～｝の憾格と諸取燐の数量とによって決定さ難る

　　一。おなじ馨ξ鐸糞ま錐鱗葉券の1潅3鑛においても受講どする毛2襟串

　このように，銀髯券1ま，箋幣として機能し，貨幣運動に支醗される。どのようにして董幣運動に

従うようになったか，どのような幾幣運饗聾こ従っているか，銀貨券流通σ）意義と隆饗の燦定は欝事歪か，

ということ力宝欝1題となる。

　もう一つの本質規定である還流法嚢彗はこうである、鐸，蒲貨瞥は，蜂劃純な商贔流逓の鑑場毒イ、は，

まメごわ才tわ諸tに美嚢らオしても・ないi妻萎縄｛系を疹鋒還する｛3｝」告　そ窃）茎妻暫難｛系とは嚢煙毒・。　そ孝tlま奮蓄鱗茎議1葬斐て“あ

る．『流遜銀蕎券の黛は，取磯1二の必要に邊籍するのであって，余分な銀髯券はすべてただちにそ

の発行議のもとに懸ってくるq雛から，銀髯は，｛，蒲を貸醤謬ることができる。「網えば，纏の銀

髯あての小雛手，瞬種の｛喜講醐設．で撃えられ，最後に，発券銀髯の場合には，その銀行の叢1己銀

行券で撃え‘，蘇る傷」．銀髯券というのは．貸琶轄らオtた約東証馨裂ギ祷参離二たいしていつでも

支お，われるべき，銀鴛業藍あての手彫達漏麟務証霧である．貸舞一返済という還流邊1動が／重わ載る

ならば．1藤鶴』に越する請求権iが貸付謬られ，流通する繕羅貨幣として銀行券は機能する。欝欝簿1褒

は、ゼそのlll翼として儒1離髪幣」を禽蝕するが，その｛、講1貨繋は還流運墾細）申で貨幣機能を鐵たす。

そこで，銀髯券の本質を理解するためには．貨繋焼定と鶴1縫縫＝1要請翼のものの重罫疑の灘連欝

が聡らかにさ駿ねばならない．

一　藤贔流通紛嫉大と貨整需要紛堆撫

　欝絹の拡大．銀縁券流通の増糠，鑑購麟造寺を曜能にした蟻も慕塞的な条件は．資本1三義の発展

による商品流通の拡大であった。年々，あるいはll々生産さ最嬢編1犠が飛躍的1二増大し，また継

場の拡大によ鋒1講一1薦贔が｛著大もの手を経過して撰壽墨するようになると，流遜に必要な貨彗警の需要

（嘆｝K．灘、s．43§睡i3｝。

鯵髭．欝，s．567鯵欝｝毒

（31至く．亙，S．欝2ξ糞鳶。

韓駁、互夏至，s．5弱轟韓3。

1溝鼠．亜玉壷．s．44毒〔戯7〕q
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が飛躍的に増える。資本主義生産の基礎、1二では，藏晶の麺絡総額隷飛躍的1二増えるからである．第

一に，あら興る生産糖が灘贔として生産されるからであ辱，第二に．『蔓二場の発達によ辱商藻が箆較

にならない遽さで増擁するからであ1），第三に，たえず膨張する馨変資本が饗裟の貨盤景を増糠さ

せるからである。この糟糠簿向を示す貨幣はどこからくるかという瞬題が発生する．簡灘化してい

えばこうである．

　資本家は串盤三座手段（1馨定資本は塗家）に4《矯隊ポンド幣労農の支壽蒐いに蟹矯ポンドを必要とす

るならば，もし羅余緬綾率は舞倉％とすれば，資承家は生産手段と労鐵力藤贔の購入のために，

春縫方ポンドの貨響警額を流邊藝：援1一ドして，生産された商凝蓄を簸売して81矯万ポンドの貨幣額を1叢遍

からひきあげる。だとすれば，1潅選録二は叡矯寿濠ンドの貨幣額しか投一ドしていないのに，流3癒から

ひきあげる貨幣額は総春万ポンドであるから．羅余懸額戸灘余雄産晦を案饗する隻繋額騰§万ポン

ドはどこからくるかという醗題が生じる。こσ）鶏題は禦一ザ・ルクセンブルクのぎ資本蓄積譲1の

申’むテーマの…つでもあった。

　縫本論違第2巻では．ギ年生産鞠を流邊させる貨幣の分量は，縫合的に堤存してお鞍，だんだ

ん蓄積されている」〔K、蔓，S．鰺3〔4？擁），「準講蓄積のた誇にも1一分だ達｛S．懇5睡鱗酵　という

鋳提に叢っていたから，こσ）饒題はつぎのように解決された。

　第…に，r金の追糠生産」（K．騒，S．3鶉綜蓬7聾によって，流選1からひきあ綬られるよ今も多く

の貨幣が流遜に投下され象まばならないとさ駿たぐK．蓑，SS．33碁～警。第二に，金港三座雛磐に

ギ流通する貨幣分量の籔約の嘉慶化　　一議交妻、の嬢殺によってであ駿，瞬一貨幣緒の流通をはや

くする手段によってであれ一によるか，あるいはまた．蓄蔵襲弊から流錘手段への貨幣の転形

によって調達されねばならないま（K、簸、S．3蕪〔34碁めということであった。再生産が11遷滑にお

こなわれるた誇の貨幣該十分に存在するという繭提がおかれた。こσ）ような麟縫条件がおかれたの

は．資本の籟環や1嚢1転．さらに縫合的総資本の再生産の解鵜のための秀法欝、1二の欝1題からであった。

しかし理突の資本彪義的生産において1ま，匿金の生産」や「流通する貨繋分量の節約達よ雛もはる

かに遠いテンポで生産される商贔総簸諮が増給するから，欝簿1なしに黛幣需要を充実できないこと

は響1らかで㌔ある。

　　紅今嚢の規摸での資本凝的生産が（この『壷二場だけからみても／揺絹簿1綾なしに，すなわち金霧

　議題だ1幸で年響能かどうかという、霧鹿‘、しい鶴題も，これだけで銭づく。そ穀は霧笛かに不可能で

　ある達纏｛．蹉，S，34ξ〔3・嚢蟻）。

　商業手形の発達，横殺麟獲：や鶴講摸作の発展．貨轄の流通速度の縫進．鶴購鰯造の方法等が生み

鐵され，紘大され，佳11げられる。このような凝度の確立は，濤品流通の発達1二よる必要貨懸額の

増大1二もとづいたものである。鶴灘操作や鶴羅貨繋の麟鐵がど駿だけ酵能となるかは，商軍議流遽に

よって燦定されるのであって，銀髯が人為的1二できる短）ではない。これは，中央銀行の金属準備

が銀行券と金との党換を保証する条件であって，1重っして鏤骨券の議題穣拠とならないのと同様1二．

銀行券をいかほど麟鐵するかは銀髯のカ1：よるものではない。

　商最流遜の拡大の中で，一定筋書の後に貨瞥を支払うことを舞舞示した支壽、契約壽が裏書によって、

く与かえし支拡手段として機能するし，趨殺によって，現実の貨瞥も銀行券も介入せずに嬢務の決

済が行われる。麗実の貨幣がなく．とうてい案麗されるはずがなかった蔭品が，将来の貨幣の所糞
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者に慰して売られ，信購によって資本の睡董転が速められるのも，現実の還流が聾滑に行われている

からである。また，簿売業者たちの流通，すなわち藺業流通の中では，手形や小切手が流通し，銀

行麹ま次第にその分野か嚇除隷．労賃，地代．穆税等の支払，1鹸報商λと磯の一懸薫通

の中へ入触込む。商贔流通の拡大1二慧癒して，どのように繕溺貨幣が影絞されるのであろうか。

二二　譲i贔流通《7〉嫉大と手形の流選

　経済活動が活発で．鑑産麹は売れ，設備投資意欲も獲盛である。だが，手許1二は現金は存在しな

い。そこで企業主は手形を書き，露鑑を押して，3カ月後1二はまちがいなく堤金を支払うという約

束証書で商醒董を買うことになる。手形を受毒す取ったλも，それを裏書きして，飽の支払も・に充当す

る．商品流趨ま，商薄，一貨繋一商品という形式の代わ械，灘贔一手形一薦品という形式をとるこ

とになる．もし，手形が通醜し，転々と入の手に緩む，さらに手形による支払いが癩殺されるなら

ば，手形は，結羅．貨熱二転髭されることはなくなるから，絶対的1二貨繋として機能し，貨瞥を節

約することになる。商業手形は，支払い難業1まで裏警き1二よって，繰鯵返し支払手段として機能し

絹殺によって貨轄の介入なしに綾務の決済を行い，現金をもたない購買者には，貨幣なしに商品の

譲渡が行わ駐．簡裁，の流通を行わせ，再生産の種々の段階を媒介することとなる。

　手彫の流速というのは．まず第一に，再生産過程薪）流動難に叙存している。産業資本家や商人た

ちが権互に儒購を与えあい，かつ報1互に受けあうことになった獺1鑑の績権俵務は資本の還流に依存

する。薩贔を買うため1二手彫を振鐵した資本家は，露分の商品を販売で執貨幣を手1二入れたとき

1二支払いうる。つま撫．手彫は綴互に発行しあうものであるから．各人の支払能プ」は飽人の支払毳毳

加二依存するものであ静，手形を振饑した資本家は，嚢分の事業の轡滑な還流と購欝1二勉入の資本

の活郵郵依存する．だから，再鑑産過程の聾滑な籍環とそれの拡大が手彫の流遜の拡大の基礎である。

　第二に手形の流通は再生産過程の舷大と流動盤を健進ずる、綿荒栽培業者→蕎入→鶏菟輸入業煮

一紡績業蓄一畦織難産考等へ商融騰れるとすれば．墨形は織縦纏者から綿花謝諸へと逆の流

通をたどる。岡一概鐸，の現実的かつ連続的な生産段繕と流通段講が手彫の流通ζ二よって嬢介さ駿，

手形の流通によって再生産過程が拡大されてくる。手形の流逸が再生産過程の拡大の条｛隼となる。

このことは舞舞寺に，経済活動が活溌を駕しているときに，金鞍が蓬迫するなむ）ば，いわ攣る企業灘

繕繕が拡大するであろう．たとえば，原材料の購買にともなう代金の支払いに3力鍔手形が簿窪いら

れていたが，金鞍の機締の絃楽，手形難鵜が蓬力羅となるならば．企業の欝欝残高は増撫する。手

彫取鱗の増大と手形期鷺の建長によ撃，貨繋資本を持たずに，事業活動の拡大が縫進されるのである。

　手形の流通慧再生産遜程の流動姓．霧滑な籍環によって拡大され，逆に手形の流通が再生産過程

の掻：大の｝蓮進要撮となる1二しても，手形の1窺三塁それ§｛本は癒藁蓑窺通から生じ，商鍵ぎ窺遜の発展とと

もに舷大し，その縮小とともに縮減する。

　ところで．銀行が商業手形の流通範雛を…だんと癒大するために，産業資本家や商ノ》）求めに応

じて商業手形を割引く場合，銀行の手許に籏1テられた貨幣ではなく，察己苑の手彫二銀行券で割引

を行うならば，桂会のあちこちで存益し，遊体していた種々の形態の貨繋が手形麟弓1の依頼入の手

に入って機能する一場実の貨幣として機能するのではなく，銀行の績務瓢欝購そのものが薦貸

される、「銀行券は，持参入1二たいしていつでも支払われるべき，銀行業者に宛てられた手形上す
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なわち，銀行が持参人1こたいして貨瞥をいつでも支払うという籏務証書である。商業手形の割撒二

さいして割弓1依頼入に対して．懸人の手形である商業手形を銀鴛が広く流通牲のある銀行の手形1二

おきかえる。したがって，商業手彫の割弓iによって．銀鴛券は流通内に入むこみうる．ということ

は銀鴛券の流通は，究極的毒こは商贔流通に糧拠をもつことを意曝する。というのは，商業手形の流

通は，藤島の形態変換・商品流通1二のみもとづいているからである。銀行券の流通をひきおこすも

のは，商贔流通自体1二ほかならない。

盃　臨贔流遜《簿舷大と貨幣4〉簾約

　資本主義が発達すると，労働生産物は薦贔とな今，飛躍的に繭品額が増える。それは工業の発達

によるものである。生産される嚢品数量の増大につれて．遠隔地議場が拡大し，生産物の取引段籍

も多嶽化する。その結果として，諸藩品舞1格の総額は増える。瞬時に雇購労欝者数も増えれば．賃

金が増撫し，小売業蔀面では現金需要が増える。商業流通1二おいては．手形や小舞手の流通1二よ今．

また撚殺機構の発達によ今，醤霧による流通速度の増大によ鯵．貨幣の節約が行われるが一般的流

通における貨幣霰要の増大は，金生産によっては鰭癒できない。流通手段としての貨瞥は金にとっ

て代わる貨幣をつく弩議すこととなる。それが銀行券であ今，このことが銀行券の一般流通の横縫

であった。

　鷲会的再生産の条件としての貨幣の地覆を概i揺すれば次のよう1二なる。

　濾費財生産部欝で濃費される生産魎V＋灘は，瞬部霧で生産される。濾費財の生産離門で存在

する不変資摩部分Cは．生産財生産部門1二おける年生産麹のうちV＋雌と交換される．疑C業至

（V＋麟は，被会的再生産の均衡を維縛する条群であって，単純再生産においても，舷大再生

産においても，原理的には差異はない。そこで年鑑産鞠のうち，薦費財生産者たちの不変資本を補

填する部分は，生産財叢産煮たちの所得の礎案形態で存姦するから．このばあいの貨轄は生産財生

産部門の労働者と資本家によって溺費さ蘇る生産勃と濤費財魔王産部潤の生産手段との交換を媒介す

るにすぎない。このばあいの貨繋は義金的再生産上の流通を媒介する貨整にすぎない。したがって．

労饒者や資本家の所得が増撫し，したがって，濤費財生産翻薄が拡大すれば，縫合的再婁産を欝滑

に媒介する貨幣量は増撫しな謬ればならない。

　一定鱗聡における流通に必要な貨幣量は．瞬一名称の銀行券の流通速度に変化がなければ．実現

されるべき諸商品懸緒総額の増大に対癒して増撫する。流通に必要な貨繋量は当然撲給されねばな

らない。銀多？は流通銀行券量を農動的に調簾できるものではない。その需要に対癒するだ1すである。

流通に必要な貨幣量は季籔的に，景気循環的に変動する。たとえば，大蔵護券や食難証券の発行時

難．ボーナスや穣税の支払時期．原料（天然濠料や療濾／の購入またはその支払の時難等において

は，多くの貨幣量が需要される．また好溌期．繁栄期にお鯵る所得の増大の時期1二は、貨繋需要は

増擁し，恐慌における支払手段としての貨幣の霊要の殺至癖する騎西にとっては，現金需要がピーク

に達する。

　ところで．濤贔竺産が発達し，商品流通が拡大すれば，商品の流通の講契機の中から貨幣の籔約

や貨繋の代替物が登場するのである．それは．まず第一に，広義の流通手段の節約の灘穫であ今，

第二に流通速痩の健進のための諸条件である。
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　韓疏通手段量の節約1二おいて大きな役麟をはたしたのは，手形交換所の発達である。株式会鷲の

手彫交換醗が設、窪され．つづ葬て，申実録行内都に最終手・影交換醍が設静られ，そ琶）登達によ弩貨

瞥は著しく簸約された。盤堰に立耀して釜彫ぴ）流遜譲糟糠するのに癒じて，嶽互的な績権穣務が穏

殺される毒馨痩一その養三要なものめま手葦ヨ交換議事蔓　　 毒富発達iし，商業才窺3垂によっておこなわ蕊，

大1嘩の銀貨券さえも雛瞼されるよう1二なる．そこで銀終巻の流遜は差額の決済矯としてのみ必要と

され，薦業流通から一・・鍛流3鐵二おしやられるのである．

　務究よって代表される雛講な欝務言霧求権が，①講一銀ぞ麺麻懸で，ある入鱗瞳から勉の入

の縫縷へ振替え‘、駿，決済される傷合と，②あい異なる銀ぞ講1互鷺で決済さ蘇る場合とがあるが，

韻殺されうる藏務請求権iが時繋的，場所的に集中されることによって．従来よ今も，ますます少な

い量の貨繋で差額の決済が擁能となる。コンピューターσ）発達もこのような必要にもとづいて登場

し，大きな効果を発揮している．

　もともと銀行券は苧形婁鰯によ今発生し，支払手段としての貨幣に発生基盤をもつのであるが，

次第1二商業．流遜から雛除され，一般流遜の中へ追いやられてくるのである。

藤業流趨二瀬・ては．薦業手験硫遍し，1譲1によって決済され，そσ職黒わずかの淡湖1と

して銀行券が繕いられるようになむ，ほとんどの銀髯券が一一鍛流達の申に壽舞醸されてしまう。

とすれば，銀蕎券の運動は予彫流鍵郵）法饗llに／逢うのではなく，薦錨一貨幣一藏贔という進撃醸：綴定

さ薮る。すなわち，貨鶴1流通の法網に・いいかえれば，流通手段としての蟹幣に規建1されて運動す

ることになる。ギげんじつに流慰する貨繋の鷺は……諸商贔の懸格と諸取携の量とによって決定さ

れる…一。おなじ法鋼は銀響券流通1二さいしても支離する」。銀鴛券が手彫流通に重縁して発生し

つつも，貨幣1窺通の畜去難に支離される。その穣擬は銀貨券の流逓1覆滅の重毯｛立雛よって規定されると

いうことで’ある。

　！21流通手段量の簿約のうえでもう一つお溶きな役麟を果たしたのは緩簿揺購の縫設である。銀行

の妓籍的操鐸一墨形交換所．決済システム等　　の発達1二よって流遜過程で広義の流通手段と

して機能している貨幣を遊捧化させ，貸舞資本髭させ，貨幣の露転率を姦めることについてはすで

にのべたが，もう一一つ重要なことは，普遍銀膏による緩簿欝縦の携設による獲金貨繋の発観振替

えによる餐講1嚢縫である、、振替設定された麟整欝金が，小響手その錘支絃擬雛書を媒介として麟雛

に処分され，緩簿一五σ）振替，転記．撫殺など銀行の操｛雛二よって購買手段および支払手段としての

機能を代校する。この場合も銀弩のたんなる鶴灘皿「貨幣に対する縫務請求権逢が流通し，確実の

麟縫騨莚ている．績簿上鎌潜．転詠はって処理鰻t、ますます鱗愛撫妓払手段機能から

撰除される。

　13｝漆遷費繕の最大の項織よ，貨幣である。貨幣として機能する薦贔は．鰯人的演費に執生産的

消費にも入辱こまず，ゼ資本麟的生産様式の空費の重大震縫をなす。それはそれ穣夷懸の薄能的，

追撫的な生産手段および濾費手段，すなわち凝実的富を．縫全的孝瞬1からひきあげ鑓（K護，S

．簸7〔鍵7診。その嚢轄驚は資本凝的生産の拡大につ蘇て増糠する。騰贔流遜が舷大するからであ

る。資本簿譲辱生産の発展とともにますます必要とされる貨幣量は増え．　それ1ま室圭会舞舞空費の重要頭嚢

騒をなすが，しかし高峯露量流通の発達とともにその縫合的空費を簾約するシステムも発達してくる。

こうして登場したのiが奮、舞舞にほかならない。それには註に1三つのお法がある。①さきに運べたよう
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鯵欝避：不換遁貨ドルと獣雰籔轄難

に支拡手段としての貨繋の発達にもとづく穣互的綾権の補殺によるものであむ，②繕羅貨幣の麟造

による貨幣機能の代｛熱こよるものであ辱．③縫隷：よる貨幣の流通遠痩の増撫二よるものである．

「流通手段を節約するすべての寿法は嚢講1にもとづいている」綴．纒，S．驚5〔§総！／のであ与，

鱈繕は，霧誓取贋から貨幣を1誹絶することを本領」（K、醗，S．55§繕3鑓〉とするものである。

　ここでは，あとで述べる貸繊一麦払一懸命にともなう猿舞膨張係数との欝連姓において，流離速

慶の礎進による貨轄の節約について篶攣に、駈れておこう脅

　貨幣の流通速度は，繭品の売買の講演の程度に依存している．取講の連続性，支餐，連鎖が，一つ

の貨幣金の流通速度を規定する．今暁獲贔を売って得た隻灘で次の麟贔が賀わ駿，購旗二は次の売

子は纏の濤贔を蟹うとすれば．貨幣は二難のうちに三度i商薄着の形態変換を舞うことになる。鶴鱗が

命入してくると．貨瞥の流遜速度は著しく鍵進される。頭金麟度が確立していない段欝．または未

発達の地域においては，商贔を売って得た貨幣は薄髭なかぎ毎手離そうとはしないから，鱗入の手

許に鷺まっている。しかしながら．預金麟獲の発達につれ，小“の蓄蔵貨幣が銀貨に集められ．貸

縁資本となる。その貨幣額奮銀髯から貸織さ駿，織む手はそれで受払いに充蕪し，艶舞、われた貨繋

が銀舞に獲金され，またその貨繋が貸纏1すられ，吏払われ，積金される。瞬爽∫過程がく1｝かえさ載

る。このことは講一貨幣の流通速度を傷め，1薄額の実署発されるべき商贔簸格総額に煙して必要な貨

繋攣を減少させる。

　繭郵鯖流遜汽彫心G－Wl　l二おいて，1欝擢ま一手彫一高騨童においてさえ，隻噛冬の流通速度が｛是進さ才t

るが，この手形の支お、が銀行の貸｛重縫によって補強されるならば，商贔隷その鱗絡を実饗されるま

えにますます多く譲渡されることとなる。

　織1二みたよ旗二，貨瞥の節約が種々の方法1こよ瞬疑）れたが．滋二，蕗業流通の中で機能する貨

幣が簸約される。その緩果銀行券は堤金建され．一般流遽σ）申で流通することとなる。したがって

銀髯券は墨形の流通1二よって規定されることがますます少なくなむ，流通手段としての貨幣機能に

よって支齪さ殺ることとなるのである。もうすこしくわしくみておこう。

瞬　銀舞舞｛7〉流遜譲擬毛こついて

　1欝業手形が銀髯券に換えられ，儀務請求権iが纏広く流通し，さじ、に1無業流通から裁て，一般1流通

のなかに入合こんでいく．商品生産が発展すればする緯ど，蕗業流通では手形や・舞毒手が流逸し，

簸務請求権が穰殺され駿は隠れるほど．銀行券は大羃数琴絃）支払差額の決済と一般流通の中1二追い

やられる。銀行券は，臨業手形の流遽によって基礎づ騨られているにもかかわ9、ず，轟業手彫の流

逓とは溺の一鍛流通に実義莚されることとなる。「銀簪券は貨幣流通……の綜二『鑑つのではなく，手

彫流通の、髪1にたつま（K．纒，S．聡§〔灘3）〉という章句嫉、藏贔流通の発達にともない商業手形が

流通してお彗，その商業手彫…の書1謬多きによって銀行券が発生してきたという繕史的な鍾覆｛二ついて

達べたものである。歴史的には，銀行券の流通1ま商業手形の運動1こ規定されるというのである。と

ころで，銀行券の流通隷濤業流遜においてよ今も．一般流逓1二おいて決定的な意義を獲得した瞬簡．

それ隷，貨繋：流通の法麟に支醗さ耽ることとなった。「げんじつに流通する貨幣の量は，……諸商

贔の緬絡と諸！取彊の量とによって決定される……。おなじ法難は銀行券の流通にも支翫的に舞われ

る」鷹．欝，S．総7〔53鋤。夢流通銀行券の量は，取畷一豊二の必要に索書癒するのであって……擁K．
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獣，S．5鈴髪騒劔1，「銀行券の流通はイングランド銀行の意志から独立しているのと懸様に，この

銀鴛券の党換盤を保護する岡銀行地下室の金準備の績態からも独立している雄（K．欝，S．5驚〔騒董｝〉。

　商業手形という支払約束謹書が流通していなければ，いつでも持参λにたし・して貨幣を支払うと

いう保証つきの支払約束証書（銀行券）は流通えなえったであろう．しかし商業流通の中から形成

された銀行券も．その中では大きな地建を占めず．ほとんど一般流通の申で霧いられるならば．銀

孝ラ券は主に1毒1遜手段の運動に規毒llされることとなる。つまむ，薦贔言窺圭垂む重いかなる）段ξ発にある力種こ

よって．銀行券の運動が焼定されるということである。そこで次の二つの隅題に涯襲すべきである。

　第一には，党換銀行の流通糧嚢は金との交換性にあるのではなく，商品流通，とくに…般約商品

流通，つま今流通手段としての貨整によって規定されるということである。商品の流通がいかよう

に行われているかが銀行券の性格を規定するのであって，金との交換は銀行券の流通の保証条件で

あるにすぎない。現実資本の還流が醗滑に行われるならば，金と銀鴛券との交換ということは現実

開題とはな叶えない。発券銀行は，銀行券の発行を統灘できないし，公衆の手にある銀行券の額を

増撫させることもできない。銀行券の流通は金羅準備量の増減とは全て独立しているように，一般

流通においては，金との交換性とは独立｛二運動しておむ，商品憂）流通によってのみ規定される。

　第二1二，銀行券は党換されても党換されなくても，銀行券の流通の根拠は商品流通1二1蓄かならな

いということである。党換銀行券が流通過程の申では全くといってよいほど党換されないで流通し

ていたからこそ，党換を停正された銀行券が流通することとなるのである。このことは，党換銀行

券から不換銀行券への転化の条件は党換銀貨券の流通それ§檸の中にあって，党換銀行券そのもの

には含まれていないということである。それは銀行券を運動させる商品の流通のあ今ようによって

規定されているからである。

　貨幣というのは，どのような文醗化された形態をとろうとも，一定の生産関係一商品関係の表現

である繊。労働隼産鞠が薦晶形態をと辱商品の流通退程を経過しな1ずればならないという関係か

ら貨整が発生し，藤贔流通の中で貴鶴の一形態から纏の形態へととって代わるのである。党換銀行

券という銀行券の一般形態から不換銀行券という銀行券の特殊形態への展弱は，銀行券それ警棒の

形態のなかには含まれていない。銀行券を運動させる商品の流通の諸条蛋離：よって規定さ穀ている。

党換銀舞券が蕩業手形にとって代わって，繭業流通の申で流通している場合1二は，その銀行券1ま手

形流通の法纂彗1二支醗されていた。しかし商業流通においては，綾権・績務の綴殺の差額の支払とし

て銀行券が必要とされるよう1二な参，さら1二その差額の支払も鰻簿上の転記で処理される（緩簿盤

醗の闘設〉よう1二なると，銀行券の流通はもっぱら一般流通の法麟に支翫される。このことが発券

銀行の集中や小額銀行券の発行も規定する（補講i〉。一般流通1二おいては．貨繋は流通手段とし

て機能するから，貨繋は瞬過的な姓絡をもち，象徴貨繋で代難しうる。商品懸格を実現した貨瞥は，

まもなく購質手段として魅の蕎晶に転乾され，貨整の入手は目的ではなく，商品流通の媒介物1こす

　｛6〉「貨繋のいろいろな文瞬髭された形態一念羅貨繋，紙驚，欝購貨幣，労灘貨幣一は貨幣という籍鋳に表堤さ

　れている盤三座獲1嚢ミそのものを〈終薙轟轟辱き二は〉豊二鬱することなしに，　これらさ蓋ざまの形態によって獲i得さ載るも

　の1：達することができるかどうか……ということが薦究されるべきであむ……，こ駿らのいろいろな貨瞥4）形態

　は，桂会的盤産のいろいろな段購1二よ雛よく適合し，そのある彫懇1濠．纏の形慧では処置できなかった弊害を撰

　鍮できるかもしれない。しかしどのような形態も，そ鹸が絃然として貨幣の形態であるかぎ轡，そして貨幣が本

　質的な農産擁孫であるかぎむでは，貨幣の麟有な矛燐を嶽揚できるわけではなく，ただそ薙らをあれやこ駿やの

　彰讐で代表する1二すぎないj　IGr、S3翻～3〔§鋤。
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ぎない。貨瞥は現実的な貨瞥のゼ健大な影」二象徴として存在するにすぎない。たとえ持参者にた

いしていつでも貨繋を支お、うという約束護書皿億購貨幣であっても，穰環が懇溝に行われているか

ぎむ．公衆は金との交換を要求しないのである．党換銀背券は貨繋の象徴として，紙券と瞬じもの

として流通しているにすぎない。したがって党換銀行券の流通根擬は貨繋の流遜手段機能にある。

このような状態がくむかえし行われているからこそ，党換が停慮された銀行券が大きな混醜なく流

越するのである。党換鐙骨券の中1こ不換銀行券への転牝の条件が含まれているのではなく，…緩流

逓の申で党換銀行券がすでに紙券化して流通むてお鯵，人々もたえず金党換を要求することなく霧

いている暮・うことが，党換銀行券から不換銀行券へ転化しても大きな混鼠が鑑じない理密をなす。

党換銀行券も不換鏤骨券も，癖品流通，とくに一般流透にその流通の根拠をもつのであ今，一般流

通の法難彗に支醗されているのであって，その銀行券の流通が一般流通を拡大するのである。そして

…般流通の拡大とともに流通に必要な銀貨券量も増える。このように一一般流通の状溌によって，銀

行券の流通が規定されるということは，銀行券の流遜濃礎は，金との交換や馨家の強麟遜羅力によ

るのではないということを示すものである．金との交換や蟹家の強議樋購力という規定は，銀行券

の流通を保証する条件1二すぎないのである。銀鴛券の流遜に儀罵を与えているのである、要求があ

れば金を支払うという舞縢もしくは麟家鶴橋を準えているのであって，その信霧は銀鴛券の流通の

綴本的な根撰ではなく，その流通の安全性を保護する条件なのである．この講者はげんみつに薮騒

さるべきであろう。

嚥譲i／

　たとえば発券銀菅の集中にしても，あるも・は，銀菅券の額懸にしても，醗贔，貨幣の流通によ今規定

さた。　その盤、格は，　いっそう季嚢本類肇には貨華警の本質によ弩規定された．

　発券銀ぞ重は一瞬内1二義数存在していても墓支えないし，それどころか，縷数存在している方が，癩互

に競争が行われ，塾轟の弊害がなくなるように思われる。しかし騒史的には，私営の発券銀行から鵡発

しながら，しまいには．皐官帯民の中央銀行に発券業務は独轟される．このように発券業務が特定の銀

蕎へ集中するのは，実は貨轄の本質規定に根ざすのである。すべての商贔癒鐙がそれで尺獲されではじ

めて，すべての質の韻異なる商議種類隷，一般的な麓較の薄能牲をうる。すべての商贔の極饒を単一の

商品で表饗し，尺度することによ今，その癖瞼された一聯鍮1ま一般的等憾鞠篇貨繋となる。一般駒等籍

梅は単一かつ単純な性絡をむつ．それは特殊的ではなく，一般的でな1重ればならないからである。

　商品流遜の発達によ今，安養、手段としての貨幣が発達し，手形が流通し，族殺によって大いに貨幣が

室奉薙辱藻れ，露購毒二よって貨幣の享窺ま垂遠獲：が豪建造さ較ても．1窺通1二必要な貨幣量は嬬える。賃金．藩邸許，

地代や覆税の支払が増え，愛念需要が増擁するからである．そこで鋳貨のみでは，貨瞥量は不達する。

晦晶生産の発達1二鏡鞍すれば金の盤産が進駐るからである。金鉱などの第…次産業の生産性は箒二次産

業の生産性に箆して遅れるからである。そこで嚢入と商λとの縫で流通していた銀行券が一般的な流逓

遍程の中1二貨繋として，流通手段として舷大してくる．流通手段としての貨幣は．臨品を売って得た貨

幣で次の商品を買うという瞬過的な性格によ参紙券の流通を毎能1こしているからである。このように流

通の必要から銀貨券が容易に購いられることとなる。しかし銀行券が一鍛流通の中に入るようになると，

統一牲，単一性，単純性奮銀行券が求められる。商贔流通が単一の貨繋流通を要求するからである。銀

一i茎5一
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蕎券が一緩流遜の中で1雄略、れる痩会いに感じて発券銀鴛隷集中され統一されてくる．このことを鍵進

ずるのは，銀髯券の滋纐が生じるか，または，最も安定した銀脅券を顧客が求める戦争，革命等の縫套

的憂鬱菊）発生である。こうして貨難：との交換の：簸も安定している銀舞券が曝i一，独露的な地盤！を義める

にいたるのである。発券の集中隷貨幣の本奮建的野定1二よるのである。

　銀雪券が一樽隻嚢警な流遷婁こ大輪ば，蕩然のこととして．銀讐券の額露て“患えも，溝夢垂の必要に1、善じて小

額絶する。このような事案を．アダム・スミスが舞1富論iの中で遊歌：違べている，

　「韓ンドンの重器会のように．欝ポンド雛ドの｛薄青農の舞蕪愛券が1幾三里していないところて慧ま，紙券は，饒

入のあいだσ凝藏1垂藤にもつ1ご‘、綴建される廿醤ポンド謬）銀曾券が津垂費辮の手1課穫ると，、あっう1ま小さく

ならないと鑽るので，5シ》ングの懸纏の財嚢を舞う必要があ毅ば．まずその譲で饗って承さくしてもら

う。だから，　こ4）銀魚f券は，1轟費毒毒言その薮｝分の至も穫！うカ・麓！わないうちに，　巌1入の事にもどってくる

場合が多い、　ところがスコットランドの場合のように，欝シ壁ングという率額の銀鴛券が発駕さ農てい

るところでは，紙券の流遽1盗薦人たちと漉費紫とのあいだ分かな1拶）蕩分にまで拡大する。議会び）法令

によって，韓シ攣ング券と5シサング券の流通が簿ll二さ離るまで隷，紙巻はこの流1垂懸のいっそう大き

い蕃霧雪・を1鋳たしていた。4むアメ耕力の通貨の場合隷．暴蓑券慧董シ亨ングというような小客嚢について発行

さ駿るのが讐遽であって．商人と濾費葉のあいだの流逸‘）ほとんど全体を満たしていた。養一クシャー

のある種σ）紙券の場合には，5ペンスという’1噸のものさえ発舞さ糞た薪）である達A、S傭嶺，触至韓癒

ゼy演戯疑N撮t謹r王難竃6（〕撮欝s“衰疑We盆1識（｝ギN藏繊s．縫｛｝密r興亜岬1醗欝y．1）。3鱒尋

奪、億矯麟遊と銀行券⑱流邊

一　鱈羅麟造と銀行券

　銀蕎券のもう一つの鍵定性は灘チつき資本の運動1二支醍されるということである．貸鐘，返済と

いう還流法嚢lllこしたがうということである。縫蜜資本の灘の需要にもと｝ダいて銀菅券が重警戯手ら敦．

必要でなくなると遽済さ離るということ麟論鋒である。その場合，銀舞は，蓑1分の｝もとに簸

諺ら駿た簑幣を税金でllll糞するのではなく，銀盤券，すなわち「嚢講疑のものまを蒲重馨しする。そ

れ蔭1体懸綾である貨幣を貸｛戯重るのではなく，郭轆轆・嚢繋にたいする講」舞鶴にすぎないものを

資本として葺難蔀香る。銀誉は，たんなる貨繋の紳発作lll　極毒嚢1の形態から犠鑛の蜷の形態へ

の転化を鐵食するというだ診でなく，そ霧欝血の夢資奉の麟造」＝ド震lllの織豊」を1鋒のである、

　遷代的な髭講撫渡が資本主義的生産の発展と権穣こ作懸銭あうと締類二餐蝦の地歓を縫窪したの

は，1麹よゼ資本の麟進達訓「盤1蓄1の奪ll雛に慧かならなかった。｛嘉講難媛薪）瞬糞の意義は新田づ∫で

はいっさいの憂ε蕨さ駐た垂髪響餐観｛癒を集孝養して，　これを貨雛雛静重奏ζ二季受入．することによって纂…孝ll毒｝らそ

の癒豊…を奪い，地方では，鶴購貨幣の麟造によって貴金羅そのものの独占を麟醸する‘讐ことに

あった。一露では産業と商業の発達につれて．いたるところで増大し、つつある溝寡二壷鑿資本の蓄

〔警K　昼至．　＆　5遜薄葬｝，舞鑑業資本力ま鵜皆つき資本を，嚢分に鎚義さぜる本蕪‘）や静みは産業i資本に讐糞な彰馨

　　｛、難解斐皿㎜の奪1造ざある．一…／、講講1渡は産業資本琶1舞の霧縫掬であ1ラ．そ凝霜産漿資本の・彰譲であ一、

　て…一三難w．瓢，ss．4韓～玉》。
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積が奮講1鱗痩の発達の隼舞質的条件をつくむだすとと福二，畿藏では，広範な鎮域にわたるひんぱん

な商贔流麗グ）鉱夫が1熱奪～，手形や銀鴛券などの誉講雀貨鬱憂）流通」）条件を彰戯したのである。

　遊縁貨幣資本を集中してそれを貸で戯重るというだ1ずでなく，銀舞券を発行して｛欝購そのものを貰

付けるということ1よ一方では蒔き鱗熱1工みちた蕪途洋々たる縫業ブルジョアジーの繁栄握暴動の

ための貨整・金鞍峯嬢の確毒注しての意義をもち，勉ノ∫では．藝麟彗貸資本による襲盤硝熱｝誌貴金

羅の束縛から霧こを解放して，遷代的な銀貨業の繊嚢の独講の基盤の形駿1紅あった。

　「全機的簿嬢蠹毒σ）盛場を「繋霧編造」によって菅うことは，野資本1三義秦勺生産糠式一…鍛によって

もたらされるもっとも人為的でもっとも発達した産麹達＝ヂ鍛蔑および鐵終軽艇な形態1二発襲させ

る鑑進力走磐であるが，貨幣ではなく，「穏旛そのもの雄を翠ll二野つき資本記することによって，

r貨繋の舞董雄と縷金風の束縛から解敬謙．蓄御三お鶏糞本所糞の講峯を孝織って物聯∫

生産力の発緩を癒1逸しようとする著き産業資本家の活躍の必要性にこたえ，きらに拡大しつつある

海贔流通のための紙券遜貨簿1痩を確立することとなった、

　発券こそ近代的銀鴛の簸も霞饗な徴表として多鋳）著名な｛、柔糠1劔ll廃都）注llするところであっ

た・たとえ獄寝ングランド鏡波，……の著餐，アンドレアデス隷，藩総銀鱗講ずる発券鎧疑

いう特質をもって，イングランド銀貨とそ叙よ彰も譲るかに葦垂輩い大陸の銀鴛（ベニス銀行，ジュノ

ア銀ぞ蓄，　アムステノシ夕菅ム簸難サ｝　とを憧》ζ撃1している｛緯。

　また夢チャーヅ試　その馨警繊塵1繕期銀鴛愛護‘坤で．余数が透代的な意練での銀緯、業に転達

する段繕を鯵つに1濫分しているが．その縫分の基準として霞要視セたのは，奮1銀に必ずしも全磯釣

に嚢盤諺られていない縛参入鼠いの約束墨形蓑）発駕とそ農の髪，讐譲渡，つま騨1己宛の鶴購の紙券

化であった。また，クラパムも舅ングランド銀艀懸僻1輩で．発券業務こそ顛金銀そ一跡尋、鼠分さ

綬た逓義約銀髪の最も基本的な特徴囎だとしている．

　マルクスもまた鑑講凝獲の巖も喜寿な条件として発券をあぼてお今，｛、講1の麟造の種々0）形態を

指擁している。ギたとえば．飽σ）銀鴛あての夢形，纏命銀膏あての小溝釜，繕種の｛至講1襟、没，で撃

えら鉱最後に発券銀髯の場合には，そ錆銀行の藍1己銀髯券で与えられる麟」，「髪講1むよび資本

を翻塾する麟歴黒儀・窺ま，（一1ゼ記録1鎌の発行．○暉ンドン宛の務紛雑譲，（等霧麟

整形毒麦！お、力彗疑嫡さ継ている．

　構1世紀銀鴛券の発奮狂・うのは．慧｛い意難で隷銀菅券そオ球1体を蟻銭．取撰することであ

る力礼げんみつな意味では，「銀行の逡邑ド室勇奮1羅準緯1によって舞：羅さ載ていない銀鴛券を発行し

一一一 ｬ通手段を彫蔵する懸こと」である。銀背1ま貨幣鱗務を籍郵蓄ることである。

麟K難S醸観難！．鰹瀞渡こそ隷，驚簿難綾羅糠御講・／・させ．｛，薄舞紛燐鉱よ一、て菱縫羅ぞ
　σ）も毒の聾呈憂iを籍鞣する糞縷嚢賓鶏箋梅であった．マ露K、鑑．銭鑓215締1，疑．繧、S．彗灘醸71、S憾辮（懇書．

　s．鵜2〔惑舞｝、，

（§麹編謡曲藤｝至熱｝ボy鍍豊振｝欝麟ギ》建鍍鍔1麟、董燗蝕．1紛4、野、海樽，羅鑓義■麗、，雅矯喚、匙1｛

　1イングランド鎧波。『1体講離．至鰭年．鍵一§躯一ジ．
（茎櫛r発券は，イングランドで桑然発生韓な発展をとiデた国縫舞鶴銀簪機鍍ジ）率で疑義5）ものであ・、て．こむは蚕一

　聾ッパ銀盤業の幾震に鰐するイングランド砂1強鞍敷であ’・た。一…騰定から縫の勘定への叢警を孝懸銭た善｝．

　議への支熟にでも手婿夢を孝墾1することにようて雛金離務を簸うことは，ほぼ｝§鱒年代と至§溝｛鐸t勇溺にな’、

　てイングランドでやつ慕舞舞tたにすぎないゴIJ、C譲毅蕪乏繊．鋤．獣．．董）．5，第、澱7ベージ1。

（難／垂く。灘，s．4鱒／磯7｝“

1玉2）K．覆．s．5総蒔繋3。

　『葺　㎜
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　⑦登ンドン宛の手彫の振鐵というのは，ある銀行が錘銀行一蹴ンドンにある支震や代理篠

や取灘銀行一あての2葺1払の銀行手形を振幽すことによって手形麟彗iに癒じたのである。貸営

資本にたいする需給が蓬遠し，舞子率が■勤舞すれば，銀膏業者たち隷。その藤客の手形麟群の要求

に繕して溢難払の手彫を支狂、う習嶺をもっていた、手彫は流通手段または支払手段として機能し

た。懸々入の聡の取弓iは銀行の畢に集中されると，銀行手彫の振畿は，隅一銀舞にお1重る転籍上の

振替によって権殺される。銀そ了は手形の振饑し1二よって貨幣機能を伏縫させ，禰子取得を行い，そ

れによってr資一本の麟造」．「儀鱗の編造3を行うことができたのである。

　傷害1蟻手形の支払というのは．こうである。地方銀行は、手もちの遺体貨繋資本を雛ンドン

のビルブ賞一ガーに送って書棚手形を受1テとるが，銀考繋裏そ憂）手形を裏書して，それで地方の藤客

の手形を麟鱗くのである。銀鴛によって裏書された手形は，ロンドンの支払ばか鯵でなく，その地

方の支払の決済に購いら雛たのである。「ランカシャーでは，地方銀行のすべての言塁己銀鴛券，お

よび⇔グランド鎌誘の一次部窟ま姿を灘撰と二一マーチは辮数ている（K澱S§8§

緬麟。

　この場合1二は，鐡礫者騰麟纈客の手形を翻kときに．ビルブ灘一カーの手形を鰯1き・

それを裏書きして，もう一密獣の手彫を書棚紛だから，購麟な濤勘嘱継れる・鍵藻考

の裏書1二よって，銀行の顎受手形たらしめら羅ている手彫は，少なくと転銀行業者の露霜の及ぶ

籠翻におトいては，流通し、群受手形が満期｛二なるならば，賞ンドンの季彫審1鍔1入，1㍉そして叢叢冬的

1二手形振鐵入のもとに送られ，鮫によって支払われるが．手彫割鱗操作1二よって，その多くは掘殺

され，麗実の貨警嫉ほとんど議てこない。このように鬱鬱手形の交盤によって，商贔流通に必要な

貨瞥二鑑羅貨幣が鱗造されると羅時に銀1諏二とって擬麟資本が麟造されるのである。

　このようにして，信購のとるべきいろいろの形態のうち，貨整機能を渠たさない形態はないので

ある、銀貨券であろうと，商業手彫であろうと，小雛手であろう払いずれも貨幣機能を果たすこ

とにおいて存廃軸が塁殖られる．欝渤海勘違穆二おいても，その結熟二おいても・貨繋機能

を果たすことによってのみ蕎講拷のである．この点については注襲さるべきである。

（補論2）

　銀鴛券の水質は，「貸繊手られた手形蓬であるということを導くから主張潜tているのは，講1矯傑氏で

ある。氏はいわれる。ギ銀縁券の本質の分癬1二おいてなによ鯵も大事なことは，そ穀が貸｛戯重られた手形

であるということの確認であるま。織膏券はそれが手形である慕・う点では，銀舞券発艦の基礎となっ

ているところの蕗業手彫とおなじであるが．しかし，そむが銀髯5）貸盤によって与えられた手形である

ということ，すなわちたんなる手彫ではなくして，あきらかに，蕗業手形との薮溺されな1重穀ばならな

い。このように，濤業事形との講一性と差懸盤σ）なかにこそ銀舞券の本質を購らかにすべき鍵がかく藩

れているのである．達瞬矯保「革嚢銀行券ま罫金離経済墨第露骨，玉ページ。r銀貨券蒲争の諸緯題達『経

済醸究圭第2§巻第3号，欝ページ。

　氏1二あっては，藏藁手形と銀行手彫とは手形牲二癬殺縄糠二鶴舞疑しては瞬一であるが，貸蝕という

藏では爾煮は差潮されている．そこで銀行券の運動面｛二蕎§して，手彫割畷1：よって発鷲さ蘇る銀鍾券

は本来の銀髯券であ与，貸盤発行や覆績弓後発舞で畠ていく銀鴛券は本来ならざる銀籍券であるとされ，
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盤嚢の運議｝を構築されることとなった。氏にあっては，袋縫ということが，銀蕎券の本質の理解にさい

しては，決定的であるとさオtたが，銀菅券と貨繋流通との灘薇が発駕ルー購彗（銀舞券と轟業事彰との

瞬一姓と差霧聲の譲理を貨瞥の運郵規定の申にもちこまれた1に襲舞さ糞たので致命鯵な開題を含むこ

ととなった．詳纏な護：趨については，さしあた与，飯翫繁登疑義銀蕎券の基礎理論遜千倉書馨姶紀年，

第2離第善意，罫麓換銀髯券と不換銀簪券蚕千倉書房、韓§3年，第王都及び，第3藻を参懸されたい．

　備譲3）

　夢チャーズは，金匠が近代的な銀行業へ発展してくる段階を霧つに区分している．纂…段賠は，職人

および地金繭が衰分の瀦潤の擁二喜から貨繋そのものを貸鯵馨る段繕，第二段欝は，貸縁や儀託の彫式1二お

馨る貨繋と貴金属の愛重｝をの嚢受難豪，　第三は，金毒鶏準韓撃：もとづく叢勺素手驚ヨの髪iぞ量，　第黙黙よ，ヂ懸人．あるいは

捲雛入あるいは欝参入まに支払われる約豪手彫の発駕の段階をあげている。繭業活動の活発な発達を背

景に，緯参入払の約束手彫の急速な流通によ今，金匠が透代的な慧妹1二お終る銀無業へ転駕したことを

運べている。4ギ瞬スでは，毛織物の製造が鴛われ，購λはそれを大量1二輪識し，大量の銀をもちかえっ

たが，薦取零1によって商λは莫大な轡潤を蓄積できたので，この貨整資本の蓄積を原資として外麟為替

潅場にの辱餓し，為替取弓iをさかんに行ったのである．イギ夢ス麟穣二おいても，著き産業ブノレジョア

ジーの活躍が誘発秘するのに煽惑して，毛織麹の輸鐵と饒の療料や貴金属の輸入も短大するのであるが，

それと韮付してほとんど資本蓄積を舞わず，矯恵と才覚を灘かして能うかぎ今の麟灘をあげようとする

新興商人が台頭し，全藪的1二為替手形に依存して貿易を鴛うようになった．このような経済犠溌の申で．

金籔は，本来の金縷工業の講業であった海替商として為替手形の取携および手許に鎌蒼している貨幣の

貸縁を麟入責任において舞うようになったが，次第に貸難，預託，両替などの業務を系統的に舞うよう

にな辱，さらに重要なことは，手形の罰携を自己宛の釣索議書で行うようになった。

　手形罰弓1を自己の約棄護書で舞うぴ・う金麩の発行する手形が，葺経紀の終わ較二はかな毎の遽羅力

を獲得し，i7灘年1二はほぼ一般的な通羅力を獲得したのである。艮．D．灘嶺鍵盤，“丁艶E3rly難st艇y

G鐵a雌董聡塗臨蜘麟憐，掘董癒C董段ss盆雛C鱗夢a嚢ぎ，L・舞曲，至鰯，欝．227，V彗1、囎，c建．，欝．225～7，

」£la巫麟a驚“丁鞭幾蕪G｛2簸蓼1継び，C3紐藝ギ遍薯ε厳畿εV援v，Press，欝襲，Vむ1．至．鱒，§～i§．英緩

金激変醗究会談『イングランド銀行重至，ダイヤモンド鮭鴛～蓬ページ。

二　信欝麟造と現金通貨量

　銀行券の発行によ今，また緩簿信購の縫設によ与繕霧麟造を行うことができる。今匿董．麗金とい

われる銀行券の預金，貸饑し．支拡，預金という籟環を通じて，著しい信絹膨張，儀灘麟造が行わ

れている。饗金と預金残高との麗係は通常繕醗1拡張係数とよばれている。景気籍環の属藤や季節的

な条件によって鱈矯拡張係数は変動的である。鑑購拡張係数欝体，商品流通によって趨走されてく

るのであるが，それを…定として想定して，マネー・サプライの談溌によ堀ンフレーションが発

盤三したとし・　その霧ミ遜は現金（ノ、イノぞワード・マネー）の増発にあるという主張力業なされている。

この現実的，具捧的な実例を手がか蟹こ欝絹麟造と貨繋流通量との麗孫をと今あげ．盤羅翻造の鰻

罪は1驚贔流通にあることを鱗らかにしておこう。

　ハイ・パワード・マネーとマネー・サプライとの一定の連関牲を強く主張されたのは，小寳隆太
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臨氏である。氏1ま，その講文繞韓1馨，§年インフレーションの1藤畷の中で，ハイ・パワード・

マネーの異常な膨張がインフレーシ蕪ンの発生σ）療纒であると・醤長さ載る。つま鰍氏に認tば・

ハイ・パワード・マネーの僕給量1二欝購拡張｛桑数を乗じたものが，マネー・葦プライに等しいか転

金離磯鶏の貸鐵し規模はマネー・サプライの基礎1こあるハイ・パη一ド・マネーによって決定され

る。したがって，マネー・牽プラ4の急壕1によってひきおこされたインフレーションを導いた根本

的な発生1瀦隷ま，案は，ハイ・パη一ド・マネーにほかならないとさ穀たのである。ここでは，疑

は二つの1撰題を象是選二さ糞ることとなノ）た。一一つξよ，　マネー・サフ自ライは，　ハイ・ノξ『アード・マネー

の供給簸に一定の鑑購拡張係数を乗じたもσ）に等しいという考え方であ鰍　もう一つは，ハイ・バ

ワード・マネーの増糠がいか1二してインフレーションと1箋達したか，ということであ観ここでは．

まずはじめの醗題に張足してと昏あげておきたい。

　氏はつぎのようにいわれる。

　　夢ハイ・パワード・マネーの残高とM玉．M2の残蕩の箆率は．獲金銀蕎が法定準備として，ま

　たll々の業務のために．各種分類金銭1蕩｛二嬬してど褻くらいの箆率のハイ・ノξワード・マネーを

　繰有するか，また企業．家妻などσ）各経済主捧が，幾金貨瞥と醸金貨轄をどのような建率で雛窪

　するかに依存する，，一一こ0）箆較は，一般嚢雛頃ぎ鍵として金纏縫報時には．11弄し，耀纏持には低

　罪する。　　それでも季籔的変動を除1愛ば，愛憐の纒はそれ隷ど大きいものではない。葺ハイ

　　拷一ド・マオ、一の変動はその鰯灘嚇御璽誇るいは醜の変嚢をひきおこす．葺マネー・サプ

　ライが決ま諺．それによむ金鞍機縄の貸鐵の焼腹が決定されるξ難蕊

　鶴繕拡張係数慧税金貨幣と積金養1轄をどのように企業，家計などの経済全体が保有するかによっ

て変聾するが．変郵蒙の縣ξまそれ隷ど大きくなく，一定として麟撮してよいから，マネー・号プライ

　（M・》の変動はハイ・パワード・マネーの麟きに跳翻することになる。したがって，金鞍機隣の

貸鐵しの綴模はハギ・パワード・マネー攣によって講籔できるはずだというのが氏の1三張である。

　しかし，ハやパワード・マネーとマネー・サプライとは．機念的1こ琴llなものであって，｛講1拡

張額数を乗じたもので決定さ蘇るのではない。いわ櫓るハイ・パワード・マネーと猛麗金1垂貨，

金鑞機縫線鳶現金および金鞍機1難）1垂木銀貨獲1重金である．遜常この貨繋量は濠通手段鍛をあらわ

している，，罫轟瑳金銭妻譲ま．蓄蔵貨幣ではなく．銀舞からの護金の粥1続手彫の編殺，小欝乎や流

通に必要な準備としての休憩褒轄の形態をとっているのであ鰍流通手段4）一醸を構織しているか

らである。濤盲讐葦・垂流題癒一（｝一Wにおいて，蔽売W一（｝のあとに購翼（｝へ秘が続くならば，嚢轄は縫

金通貨として濠通し，彗毒手から遠ざかる運動をするが，第一一の環W－Gのあとに第二1の環G皿Wは

（獅・1、欝娠薩灘灘1鱈，鱗羅ンフレーシ醤ン壼源鰭罫経済灘禽幾難聴第替あ獅§年は鱈一ジ・
（購金酸舞舞ドでll銀券勇発1挙銭ぎ蓉iが増磯するケースが多い。陵難銀蓄舞こあっては鍛金趣致策騨で黛入れて，積金

　さ離ていた隻繋額が急激に撰鐵さ蓑た場合に1ま．残鶏銀鴛の葬本銀髯裏壁雛金の小雛手を振識して，蕪本銀磐か

　ら銀鴛券を受籏する。錐軽重券0）濤二取彗i塞．入金rによって旛殺されな謬れ隷1，総合的には。銀質券による蟻食の喫

　戯し超邊となって経本銀鴛夢）搬1茎穣奮σ）織少譲分は，ll水銀舞分藁羅によ舞鶴嬢さ蘇る。

　　このことは．1隷畷擁短）支蓼、いによる琴i鑑ぜ方が趨遇する場合にも妥’残する。また意外縫取耀で外貨交払いが

　必要とな垂｝，企業縁海中金鞍機縫から躰貨蜜購入しな碁薮ばならない場合には。企業の積金がら謎水銀雛券を灘

　鐵し、そ駿を魏貨に替えて実妻．われる。この獲金の饗識しによむ藩樗奪銀鴛の夢欝磐・貨1よ不足することになる。臨

　寧銀舞の箋銀携墜鏤金の1護少譲分1ま摸本銀奪葦）欝欝｛：よって醸蕪專さ簸る。金鞍取締γにおいて．鎌1二のように鑛

　金が糞鐵さ駿るならは1．積金iま増えない4）に駐車銀雪券の発召残嘉が増撫することになる・
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一穂二終われず，時商的にあいついで艀わ蘇るならば．一一一系粥の購買（G－Wは分裂し，貨轄の一

鑛は購饗手段として1藷贔の｛藏格を案愛するのに，縫の一一離は一嘩寺的に隷息する．貨難は一一時約に手

許饗金残轟となっている．とくに賃金は．支お、わ震る慕憂1蒔に購饗手段としてすべて機能するので

はなく、匿1ぎめで少しずつ使われていく．G－Wの運動をしな匙・礎金は．一時的1二醸金さ簸るとし

て振その翌葦・1の懸までには多くの積金は彗鯵鐵さ穀ていくから，銀幕の手許堤金残1譲よ一瞬的に

休息している流遜手段である、，獲金の彊籔）ための手許現金残1蒙ま流通手段の一離であるとすれば，

ハイ・パワード・マネー（礎金貨華警帰萎本銀舞預謬金〔準備覆金3｝は流遜手段の一藻とみてよい

のである。こ霞に擁して，M糞いうのは，このハイ・パワード・マネーに穣金通貨及び定襲盤績

金を簾えたものに縁かならない。この講者にはどのような経連性があるのであろうか。ハイ・パワー

ド・マネーは流通手段難をあらわしてお1｝，一般流通で流通している貨繋量をさしているのに対し

て，M2からノ輝・パワード・マオ・一を除いた趨分一一睡の中で窪織蓄敏こ大きな役麟を姦めている

　　は．貨繋に対する請求権にすぎない。銀髯に懸金された貨繋は．すでに黛譲されてお辱，貨

幣請求権の形態で存在しているにすぎない．講じ貨幣片が擁痩も購翼または支ゼ、にあて‘コれ．それ

が獲金され，貸鐵さ駿，購買また嫁支お、いに購いら義，また撰奮暮れるという繰返しが鴛駿るなε、

は1，貨整請求1権は蟹金．貸材の灘数に慈ごて饗震の貨繋攣1よ今も数倍の績金籔または貸付資塞二量を

示す。たとえば，■・懸舞の銀鴛券が貸鑑さ薮，吏む，や購買手段として購い‘、れ，そ薪）銀髯券が筋金

され貸ま銭されるというく毒かえしが舞に51霧蕎1わ駿るならば，讐馨更1二は5奏惹鍔の黛塵童資本量となる，，

糞付資本総額．または積金総額隷，流通している貨幣や銀鱈の準備金か5、なる流邊季段量とは異なっ

て，i縫一の貨繋翌銀行券量が｛募穫：購買手段または支お、手段として機能して霧｛金さ駿．貸｛瞳られるか

という反復繕数によって定まる。生産された繭贔が製造業の手をはなれ．舞売業餐，小廃業煮の多

数σ）事を通じて溝費欝の手に売られ，そのたびごとに手形が振舞鑓され，警響1かれるならば，流通

している1難贔1雄峯1一なの1：，講瞬かれる季彫総額は幾繁にも膨張するσ）である。この｛癖舞麟造は一

つの段階から1緬）段階への産業資本の移葬．轍懲二俵存しあっている流選講葦1研箋多難箋，取琴海遠

鏡に依窪している。

　だからM泌いうの隷．饗金や銀そ鋳）準備金を除けば，貨瞥請求権をあ募、わしているのであって，

銀鴛業藪にとっては類金はすでに貸鐵さ駿てお1）．手許には存姦していない。そ麟ま，一露では袋

縫や葵彩麟琴iによって産業資本家や商人の手にあ今，地方では鱗綾や大蔵証券の発駕鷺である致聡

の誰にあ今，また鳶籍証券や株式の購入によ1｝証券会社や株式会縫の手中にある。積金は糞議され

てお暮貨幣額1よ銀舞の金庫の中には存在しないで，銀髯の緩簿の1二1二貨警請求権の姿1二おいて存姦

する。だから，貨甕名言霧墜鱗菱は，ハイ・ノξワード・マネーとは異なった圭箋1蚤毒をそ輩いうる。ノ・イ・ノξワー

ド・マネーσ）増簾は，経済活動の活発建1によって，績金の撰饑し；が膏わ毅た縛に，申爽銀髯の補雛

が／舞翼tるからである．それは流通手段量をあらわしているからである。

　玉野全霊要は申実録鴛のマネー・サプライからみれば，ハイ・ノぞワード・マネーの増簾となってあ

らわれる。物懸拶）1二鼻頷爽のもとで，鱈金離政策が一一定期馨採灘され．急激に蕩金轡政策に転じる

と，ハイ・パワード・マネーが急増する醸向にある。筆勢極上舞ドにおいて籔金舞政策が採購される

と．葬製造業，中小企業．地際企業は溝入金1に依存して，設備の更新や遷撫授資を鴛うこと1二なる。

あるいはまた不動産の購入を疑うことができる。銀行は手許に余麟貨幣資本をもっているならば．
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または貸付轄た貨盤資本が再び預金されうるならば，貸舞を増やすと瞬時・に穣金を増やすならば，

ハイ・ノぞワード・マネーは増えないで’，いわ鯵る糞獲麟ま増撫すること｛：なる。

　ところで貸韻残轟の多い時1二，4ンフレーシ響ンの擁麟のた搬二，樋締政策を急激1二採羅される

ならば．弓鶴政策の下で，ハイ・パワード・マネーが増える．弓i鐵された護金額の掘巣離勢を中奥

銀行が補填するからである。金鞍構締下で預金潔ジションは極度に悪免するから，弓麟下であって

も中央銀行は毒中貰鐵を増やさねばならないのは．貸餓の撰■勤げによって事業活動の混醜，縮小を

さ静るためである。

　ところで頭金通貨の場合には，投資，生産活聾，還流，取引連鎖1二依存し，好溌鱗1二拡大する藻

金通貨の境金遜登への転換は．鑑聡の申蟹のみられる恐慌鯨二増熱す観したがってハイ・・鱒一

ド・マオ、一を規定する要纒と．醗2のうち現金通貨を除いた預金通貨を規定する要露とは異なって

いるのであって．そ舞ぞれ穣嚢の運動を｛塾・，ハイ・パワード・マネーに欝繕拡大係数を乗じたも

のがM。となるのではない。董蟹2～73年1二か1すて，ハイ・パワード・マネーが急増しているのに，

灘うは減少したことによってこのことが証鱗される。支蓼、手段としての貨幣は構殺されたのに蝿し

て流通手段としての貨幣は蜂景気のもとで急増したからである。ハイ・パワード・マネーが石漆竃

機後急増したのは，抵余毒ll下のもとで借入金を撰余していた企業が金鞍畷締下で藩命を弓織し，そ

れを申実銀行が補填したからである。

　購じ貨繋鰺が幾度か穣金さ穀，袋縫1量られるならば．幾焙かの籏金または貸付残轟となる。懸念

と貸鐵は堤実資本とくに商品流通に依拠して行われ，商藻流通にもとづかないで懸壌の禽ll造はでき

ないことは盛然である。しかしながら，眺という頭金残高と現実の貨轄量とは必ずしも羅癒する

ものではない。むしろ独衰の法嚢彗に従って運動するのであって，ハ4・パワード・マネーに一定の

繕繕紋張係数を乗じたものが醗爽なるのではないのである。
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